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例　言

（１）本図録は、令和７年度 市立熊谷図書館・立正大学博物館 連携展『立正大学を掘ってみた－熊谷校地内遺跡発掘調査の記
録－』のパンフレットとして作成しました。

（２）本図録の作成は、岩本篤志（立正大学博物館館長）の指示により、大谷　徹（当館専門職員）が担当しました。

（３）本図録の作成にあたり、引用・参考とした文献は巻末に掲げました。

（４）本展示の開催にあたり、以下の方々・機関にご協力を賜りました。感謝申し上げます。
熊谷市立熊谷図書館　蔵持俊輔
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キャンパスの下に眠る遺跡
皆さんは立正大学熊谷キャンパスの地面の下

に旧石器時代や縄文時代の遺跡があることをご
存じですか？ 

校舎建設に先立ち行われた発掘調査で、大昔
の人々が使っていた土器や石器などのいろいろ
な道具(遺物)や、竪穴住居や墓などの足跡(遺
構）が見つかっています。

熊谷校地内遺跡とは？
熊谷駅から森林公園駅行きのバスに乗り、荒

川大橋を渡ると眼の前に小高い台地が広がり、
その背後には比企丘陵、さらには外秩父山地の
山並みを望むことができます。この江南台地の
上に立正大学熊谷キャンパスはあります。東京
ドーム約８個分の広大な敷地一帯が、大昔の人
々が暮らした場所(立正大学熊谷校地内遺跡)だ
ったのです｡

遺跡調査室のあゆみ
昭和41年に開設された熊谷キャンパスでは、

校地内の施設整備に伴う発掘調査を行うために
昭和53年に「遺跡調査室」が設置され、半世紀
近くを経過しています。その間、文化財保護法
の規定に基づいて、これまでに50箇所以上の発
掘調査が実施され、継続的な調査・研究が行わ
れています。なお、熊谷市の遺跡台帳には、小
字名を冠して遺跡範囲の南側を鹿

か し ま

島遺跡、北側
を下

しもはら

原遺跡として登録されています。

【発掘調査の成果】
市内最古の人類の足跡　－旧石器時代－

旧石器時代の遺物は、平成６年に調査された
Ⅹ地点（学生寮：ユニデンスＡ・Ｂ館）で約
28,000年前の石器が22点出土しています。石器
の種類はナイフ形石器３点・楔

くさび

形石器２点・
石
せっかく

核・石
せきじん

刃状の縦長剥
はくへん

片があります。市内で一
番古い遺跡で、江南台地における旧石器時代の
人々の足跡を留めるものとして重要です。

江南台地における石器群の変遷
(『熊谷市史 資料編１考古』2015を一部改変)

Ｘ地点出土石器

竪穴住居のムラの出現　－縄文時代早期－
縄文時代の遺物は、各地点から出土していま

すが、特に校地内を東に流れる小河川（和田吉
野川に流れ込む細い支流）に沿った南側台地上
に多く見られます。

立正大学を掘ってみた －熊谷校地内遺跡発掘調査の記録－

鹿島遺跡出土鹿島遺跡出土

細石刃
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掻器
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削片

細石刃石核素材 彫刻刀形石器

ナイフ形石器接合資料

ナイフ形石器

局部磨製石斧

『熊谷市史 資料編１考古』2015　第Ⅱ章 第１図を一部改変 縮尺は任意
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Ｒ地点第１号住居跡

Ｒ地点第１号住居跡出土尖底土器

Ｒ地点（2号館）では縄文時代早期前半（約
11,000年前）の竪穴住居跡が３軒見つかってい
ます。第1号住居跡は南北11.5ｍ×東西９ｍの
大形のもので、倒卵形の尖

せんてい

底土器が出土してい
ます。撚

よりいと

糸文系土器を中心に、条
じょうこん

痕を施したも
のや無文土器が混在しています。石器には、打
製石斧や植物食料の加工具とされる磨

すりいし

石やスタ
ンプ形石器、石皿などが見られます。人々が同
じ場所で暮らす期間が長期化した、定住生活開
始期の様子を知る上で貴重な資料です。

Ａ地点第１号住居跡遺物出土状況

校地内遺跡出土縄文土器変遷図（早期を中心に）

空白期と小さなムラ　－古墳時代～奈良時代－
ｅ地点で見つかった縄文時代中期後半（約

4,500年前）の竪穴住居跡が営まれた後、人々
の生活した痕跡の希薄な期間（凡そ3,000年の
間）が続きます。本格的な土地利用の再開は古
墳時代の終わり、７世紀中頃を待たなければな
りません。Ａ地点（調節池)・ｅ地点・ｚ地点
(特養老人ホーム)の３箇所から、カマドをもつ
竪穴住居跡や竪穴状遺構が検出されています。
数軒からなる住居が台地奥部に分散する居住景
観が、奈良時代まで続いています。

Ａ地点第１号住居跡出土遺物

（2 ~6.e‐自然流路）
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文殊寺と校地内遺跡　－中・近世－
熊谷キャンパスの南側には「３人寄れば文殊

の知恵」の諺
ことわざ

で知られる文殊様をご本尊とする
文殊寺があります。寺域は、室町時代の古河公
方に仕えていた武将の増

ま す だ し ろ う し げ と み

田四郎重富の館跡とい
う伝承が残され、現在も北側と西側の一部に外
堀と土塁が残っています。

文殊寺に隣接するＨ地点からは、長軸1.1ｍ､
短軸0.6ｍの不整長方形の土坑墓が見つかり、数
珠玉３点、指輪状銅環１点、銭

せ ん か

貨（永楽通寳)
１点、人歯・人骨片が出土しました。また、Ｘ
地点から検出された溝跡では和鏡・かわらけ・
天
てんもく

目茶碗などの中世の遺物が出土し、増田氏館
跡との関連性がうかがわれます。

Ｈ地点土坑墓遺物出土状況

１ 人歯

２ 指輪状銅環

３ 銭貨（永楽通寳)

Ｈ地点土坑墓出土遺物

教育の場としての校地内遺跡
校地内遺跡の発掘調査は、考古学専攻生を中

心に進められてきました。教室の授業だけでは
体験できない考古学の世界がそこにあります。
発掘調査が終了すると今度は図面や遺物の整理
作業、報告書の作成が待っています。こうした
経験が、考古学を学ぶ上での基本的な方法や技
術を習得するための教育の場でもありました。

ｚ地点 調査風景（平成20年９月)

しかし、開設から40年が経ち、施設の老朽化
が進んでいた熊谷キャンパスの再開発事業が､
平成19年度から始まり、その事前調査として発
掘調査は増加しましたが、それが一段落した平
成20年以降は、平成25年を最後に本格的な発掘
調査は行われていません。

とりわけ新型コロナウイルスによるパンデミ
ック以後は、発掘調査を体験する場として、そ
の重要性を増しています。

開かれた大学博物館を目指して！
現在、発掘調査の出土品の一部は熊谷キャン

パス内の立正大学博物館で常設展示され、いつ
でも見学することができます。

博物館を飛び出し、市立熊谷図書館との連携
展示を通じて、校地内遺跡の調査研究成果の一
端を市民の皆さまに紹介してきました。

この地域の歴史について考古資料だけでな
く、文献史料なども参考にしながら、より具体
的なイメージを描いていくことが、これからの
大きな課題といえます。

参考文献

『遺跡調査室年報Ⅰ～ⅩⅣ』1979～2014年
（立正大学熊谷校地遺跡調査室)

『立正大学熊谷キャンパスの遺跡－熊谷校地内遺跡調査
30年のあゆみ－』立正大学博物館 第６回企画展

2009年（立正大学博物館)

『熊谷を彩る発掘出土品展～くまがや発掘60周年～』
2021年（熊谷市立熊谷図書館)

『くまがやの文化財と文化遺産』
2025年（熊谷市立熊谷図書館）
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熊谷校地内遺跡既調査地点一覧表
地点名 検出遺構 遺　物 所載号 調査年次

Ａ地点 住居跡2軒、炭窯1基、土坑2基 縄文土器片8点、土師器、須恵器 年報Ⅰ 昭和53年
Ｂ地点 土坑26基 年報Ⅰ 昭和53年
Ｃ地点 土坑90基 縄文土器片16点、土師器片5点、須恵器片3点 年報Ⅱ 昭和53年
Ｄ地点 遺構なし 石器15点 年報Ⅱ 昭和55年
Ｅ地点 土坑25基、溝状遺構1条 年報Ⅱ 昭和55年
Ｆ地点 土坑6基、溝状遺構4条 磁器片2点、スタンプ形石器1点 年報Ⅲ 昭和55年
Ｇ地点 遺構なし 年報Ⅲ 昭和55年

Ｈ地点 土坑墓1基 人骨片、歯、銭貨(永楽通寳)1枚、数珠玉3点､
指輪状銅環1点 年報Ⅲ 昭和55年

Ⅰ地点 遺構なし 年報Ⅲ 昭和56～58年
Ｊ地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和56～58年
Ｋ地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和56～58年
Ｌ地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和56～58年
Ｍ地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和56～58年
Ｎ地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和56～58年
О地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和56～58年
Ｐ地点 遺構なし 槍先形尖頭器1点(表採） 年報Ⅳ 昭和58年
Ｑ地点 遺構なし 年報Ⅳ 昭和62年
Ｒ地点 住居跡3軒、土坑22基 縄文土器片230点、石器19点 年報Ⅴ 昭和62年
Ｓ地点 遺構なし スタンプ形石器1点 年報Ⅴ 昭和63年
Ｔ地点 土坑6基 年報Ⅵ 平成４年
Ｕ地点 遺構なし 年報Ⅵ 平成４年
Ｖ⒝地点 近代水田跡 年報Ⅵ 平成４年

Ｗ地点 (A)溝状遺構1条、(B)土坑2基、(C)溝状遺構
5条、土坑4基、(D)井戸跡2基、溝状遺構7条

曲物、金銅製飾金具、石鏃、陶磁器、土師器、
須恵器、瓦質土器、円筒埴輪片 年報Ⅵ 平成４～６年

Ｘ地点 旧石器時代ブロック1箇所、土坑20基、溝状遺
構3条

ナイフ形石器3点、楔形石器1点、スポール1点､剥
片、有孔磨製石鏃1点、和鏡1点、陶磁器片 年報Ⅶ 平成６年

Ｙ地点 遺構なし 縄文土器片65点、石器・石類70点、土師器片5
点、板碑片1点 年報Ⅷ 平成７年

Ｚ地点 遺構なし 石器片1点、陶器片1点 年報Ⅷ 平成７年
ａ地点 遺構範囲15箇所 土器片184点、石器類455点 年報Ⅸ 平成８年
ｃ地点 遺構なし 年報Ⅸ 平成８年
ｄ地点 土坑3基 土器片44点、石器類15点 年報Ⅸ 平成８年

ｅ地点 自然流路1条、住居跡2軒、竪穴状遺構2軒、集石
1箇所、土坑27基、ピット群1箇所、柵状遺構1条 縄文土器片72点、石器16点、土師器片7点 年報Ⅹ 平成10年

ｆ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成16年
ｇ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成16年
ｈ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成16年
ｉ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成16年
ｊ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成17年
ｋ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成18年
ｌ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成18年
ｍ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成18年
ｎ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成18年
ｏ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成18年
ｐ地点 土坑3基 年報Ⅺ 平成18年
ｑ地点 遺構なし 年報Ⅺ 平成18年
ｒ地点 土坑3基、柱穴10基 年報Ⅻ 平成19年
ｓ地点 土坑4基 年報Ⅻ 平成19年
ｔ地点 土坑1基 年報Ⅻ 平成19年
ｕ地点 遺構なし 年報ⅩⅢ 平成20年
ｖ地点 土坑1基 縄文土器片7点 年報ⅩⅢ 平成20年
ｗ地点 遺構なし 青磁片3点 年報ⅩⅢ 平成20年
ｘ地点 遺構なし 年報ⅩⅢ 平成20年
ｙ地点 遺構なし 縄文土器片、石器4点、板碑片1点 年報ⅩⅢ 平成20年
ｚ地点 住居跡1軒、竪穴状遺構1軒、土坑5基 土器片、土師器10点、須恵器2点 年報ⅩⅢ 平成20年
①地点 遺構なし 年報ⅩⅣ 平成25年
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